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　ラムセスⅢ世（在位 BC1198 ～ 1166）の時代には，古代エジプトに居住す
るアマズィグ人は “Mašawš” と呼ばれていた。それは古代エジプトにおいて，



























































　2014 年９月，リーフ 21世紀協会（ASOCIACION RIF SIGLO XXI）のヤー


























































発になった。カイラワーンを支配していた Uqba Ibn Nāfiの死後（670 年），




はキリスト教徒であったが，この時 Abu al-muhair dinarによってイスラーム
教を受け入れるよう説得された結果，イスラーム教に改宗したという一説が























シュロモー・サンドが指摘しているからである：Shlomo Sand, The Invention 
of the Jewish People, Tel Aviv, Resling, (2008)  ̶ Comment le peuple juif fut 
inventé - De la Bible au sionisme, París, Fayard, (2008)
　カルタゴが建設されたのは紀元前 814 年にさかのぼるが，フェニキア人が
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─女性の名前─
(DAMYA)  ⴷⴰⵎⵢⴰ　   ：
アマズィグ人の女王　Dihya　にちなんで幼児につけられる名前で，ギリ
シア語では Damia となる








(HNU)　　ⵀⵏⵓ　　   ：
古き時代からモロッコの中アトラス山脈一帯に見られる名前で，「平和」「物
静かな女」の意味
(IJJA)　　  ⵉⵊⵊⴰ　　  ：
「香水」を意味する古き時代からの名前で「魅力的な女」の意味でも使わ
れる（32）　




(ILLI)  　　　　ⵉⵍⵍⵉ 　　    ：
近年に普及した名前で，「私の娘」の意味









(TADLA)　　　ⵜⴰⴷⵍⴰ　　   ：
「小麦の束（ブーケ）」を意味する古い名前（34）　
(TAFALKAY)T  ⵜⴰⴼⴰⵍⴽⴰⵢⵜ   ：
近年に普及した名前で，「美しい女性」を意味する
─男性の名前─
(ADRFI)　　　 ⴰⴷⵔⴼⵉ　     ：
「自由な人」，「解放された人」の意味
(AMAZIGH)　   ⴰⵎⴰⵣⵉⵖ　   ：
「アマズィグ人」の意味で，古い時代から使われている。






(ASMUN)   ⴰⵙⵎⵓⵏ　   ：
「仲間」を意味する近年の名前で，最初に登録されたのはモロッコ南西部
の町 Guelminであった。
(BADIS)　 ⴱⴰⴷⵉⵙ    ：
ジール朝（972 ～ 1148）やハンマード朝（1015 ～ 52）など北アフリカに
君臨した歴代のアマズィグ系の王の名に多くみられる
(GAYA)　   ⴳⴰⵢⴰ　     ：
紀元 208 年に死去したMasinisaの父親の名前
(IDDR)　   ⵉⴷⴷⵔ　   ：
アマズィグ人が居住した北アフリカ全域で確認される古代の名前。その意
味は「活気のある」で，“Yahya” という名前はこの “IDDR” のアラビア語
訳である。
(IDIR)　　 ⵉⴷⵉⵔ　   ：
上記の形容詞　IDDRBの男性名詞で，「活気のある男」の意味
(IDUS)　　ⵉⴷⵓⵙ　   ：
（ 84 ）
「強い男」，「健康な男」の意味
(IKKIN)　　　　  ⵉⴽⴽⵉⵏ　　　　  ：
伝統的なアマズィグ系の名前で，今日ではモロッコ南東部で多く確認され
る。その意味は「双子」








(MUNATAS)　　  ⵎⵓⵏⴰⵜⴰⵙ　　　  ：
「統一」を意味するこの名前は，先に引用した ASMUNと同様に，モロッ
コ南西部の町 Guelminで 1987 年に初めて登録されたことが確認されてい
る。
(TAKFARINAS)　 ⵜⴰⴽⴼⴰⵔⵉⵏⴰⵙ　：
紀元 17～ 24 年頃，ローマ帝国への抵抗運動を率いた英雄の名前である。
(YUFTN)　　　　ⵢⵓⴼⵜⵏ　　　　  ：
中世に起源を持つ名前で，その意味は「最も優れた男」
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　　さらに “Timazighin »とすると “Amazigh »の女性複数形となる：
　　tamazgha > timazighin





住民が自らを称する際に用いる “Tamahaq” ／ “Tamasheq” という用語が古代エジ
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義者の画策に他ならない》と結んでいる：Salem Chaker: Berbère aujourd’hui: 






　　Haïm Zafrani: Histoire de Juifs d’afrique du Nord, Jérusalem, (1965)






























20）詳細については，Ibn Idari著 Kitāb al-bayān al-mughrib fī ākhbār mulūk al-andalus 




21）イブン・ハルドゥーンによると，Tāriq Ibn ZiyādはMusa Ibn Nusayrの解放奴隷
であったが，出生はチュニジアの Nafza系アマズィグ人であるとの指摘がある。






いる。これら二つの言語については Krahmalkov, Charles R. (2001). «1. The 
Phoenician language». A Phoenician-Punic Grammar. Leiden; Boston; Köln: Brill. p.2お
よび Harris, Zellig Shabbetai (1990). «Introduction». A Grammar of the Phoenician 











31）Dihya はアルジェリアの Aures出身で，アラブ系女性の名前 lkamlaは Kahina に
由来している。タマズィグト語のシャウヤ細分化方言（アルジェリア）では，Dihya
はウシ科の「ガゼル（gazelle）」を意味する。




　　詳細については Kamal Nait-Zerran, L’officiel des prénoms Berbères, l’Harmattan 
(2003)
34）モロッコの中アトラスから高アトラスにかけて，Beni Mella県近郊域に Tadla- 
Azilalと呼ばれる地域があり，145 万人ほどが居住している
35）今日のモロッコで最も普及しているアマズィグ男性の名前で，南西モロッコの
Agadirで 1986 年に登録されたのが最初であるとの報告がある：Hanmaine 
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